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平成 25 年８月

ＡＵＧＵＳＴ長島
な     が     し     ま

広報

８

ネット際、１対１の勝負
　暑い長島の夏を、更に熱く盛り上げるあづまＣＵＰ
2013 が開催され、熱戦が繰り広げられました。

（◎関連記事＝Ｐ３）



轟
音
響
か
せ
開
い
た
大
輪
の
花

　

７
月
27
日
、
長
島
町
納

涼
祭
り
が
あ
づ
ま
海
水
浴

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
始
め
た
午
後

５
時
半
過
ぎ
、
会
場
に
は

浴
衣
や
甚
平
姿
の
見
物
客

ら
６
５
０
人
余
り
が
集
ま

り
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

　

会
場
内
に
は
、
裸
電
球

を
吊
り
下
げ
た
、
か
き
氷

や
ボ
ン
ボ
ン
釣
り
な
ど
の

ほ
か
、
焼
き
鳥
、
焼
き
そ

ば
と
い
っ
た
屋
台
が
並
び

ま
し
た
。
電
球
の
明
か
り

と
、
炭
火
で
焼
か
れ
た
香

ば
し
い
匂
い
に
誘
わ
れ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
我
先

に
と
、
人
波
を
す
り
抜
け

駆
け
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
、
花
火
の
合

図
と
と
も
に
納
涼
祭
り
が

幕
を
開
け
、
鹿
児
島
テ
レ

ビ
の
タ
レ
ン
ト
、
タ
マ
リ

さ
ん
に
よ
る
言
葉
巧
み
な

司
会
が
始
ま
り
、
会
場
内

に
は
大
き
な
笑
い
声
が
響

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
「
長
島
ぐ
る
っ
と

一
周
花
街
道　

酔
い
ど
れ

芸
能
一
座
」
に
よ
る
芸
能

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
長
島
町

に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
手
柴

さ
く
ら
さ
ん
や
、
宮
崎
県

出
身
の
演
歌
歌
手
花か
ば
な華

か

お
り
さ
ん
の
歌
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
見
物
客
ら
は
う

ち
わ
を
片
手
に
夕
涼
み
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
の
後
は
、
特
等

の
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
あ
り
、
当
せ
ん

番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び

見
物
客
ら
は
一
喜
一
憂
し

ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、

９
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
が
夜
空
を
飾
り
ま
し

た
。
轟
音
と
共
に
打
ち
上

が
る
花
火
に
、
見
物
客
か

ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
の
様
子
で
し
た
。

↑ケ・アロハグループのフラダンス

↑祭りを締めくくった打ち上げ花火 ↑祭りを満喫する見物客ら

↑会場内の笑いを誘った芸能ショー

サマーフェスティバル in ながしま 2013
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暑さ吹き飛ばすはつらつプレー
　

長
島
の
夏
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
、
あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ

２
０
１
３
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
が
７
月
28
日
、
あ
づ

ま
海
水
浴
場
で
あ
り
ま
し

た
。

　

町
内
は
も
と
よ
り
、
遠

く
は
福
岡
県
北
九
州
市
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
合
計

76
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
応
援
に
駆
け
付
け
た

人
も
含
め
約
３
５
０
人
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
家
ら

が
集
い
、
砂
上
の
熱
戦
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
川
添
健
町
長

は
「
若
い
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
参
加
し
て
嬉
し
い
。

若
い
人
た
ち
の
交
流
が
深

ま
り
、
今
後
も
長
島
町
が

発
展
す
る
よ
う
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
。
礒
永

秀
生
長
島
町
観
光
協
会
会

長
は
「
花
の
町
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
本
町
の
沿

道
の
花
々
も
、
ぜ
ひ
見
て

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
各
グ
ル
ー
プ
ご

あづまＣＵＰ 2013

と
に
予
選
を
行
い
、
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
29
チ
ー

ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を

争
い
ま
し
た
。
砂
浜
に
足

を
取
ら
れ
珍
プ
レ
ー
も
続

出
し
、
好
プ
レ
ー
に
は
、

相
手
チ
ー
ム
の
応
援
団
か

ら
も
拍
手
が
送
ら
れ
る
な

ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
熱

中
症
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
は
夏

の
暑
さ
も
吹
き
飛
ば
す
ほ

ど
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

優
勝
は
鹿
児
島
市
か

ら
参
加
し
た
「
ヘ
ル
シ

ア
」
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は

「
球き
ゅ
う
ぶ舞
」
チ
ー
ム
（
鹿
児

島
市
）、
３
位
「
ダ
ビ
ン

チ
」
チ
ー
ム
（
出
水
市
）

で
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
参
加
し
た

畦
浦
悟
さ
ん
は
「
参
加
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

↑女性のみの編成チームも奮闘しました

↑砂に足をとられても、正確な
トスをあげていました

↑優勝を喜ぶヘルシアチーム ↑体育協会員らが審判などの運
営に携わりました

↑レベルの高いプレーに歓声があがりました
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団
員
の
思
い
一
つ
に
標
的
へ
向
か
う

平
成
25
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

平
成
25
年
度
長
島
町

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
７
月
７
日
、
蔵
之
元

漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。

　

火
災
現
場
を
想
定
し

て
、
消
防
技
術
を
競
い

合
う
本
大
会
に
、
町
内

の
11
分
団
か
ら
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
11
チ
ー

ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
22
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
出
場
し
た
選

手
た
ち
は
、
操
作
の
速

さ
や
確
実
な
動
作
、
器

具
の
取
り
扱
い
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

出
場
を
控
え
た
選
手

た
ち
の
表
情
に
は
緊
張

し
た
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
が
、
緊
張
を
ほ

ぐ
す
よ
う
に
仲
間
た
ち

か
ら
声
が
か
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

［
総
合
の
部
］

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

指
江
分
団

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

蔵
之
元
分
団

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

優
勝　

浦
底
分
団
福
ノ
浦
班

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

３
位　

獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班

個
人
賞

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

指
揮
者　

米
尾　

定
固

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

１
番
員　

竹
山　

隆
二

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

２
番
員　

宮
内
也
寸
志

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
）

３
番
員　

白
石　

隆
浩

　
　
　
　
（
諸
浦
分
団
）

４
番
員　

生
田　

俊
祐

　
　
　
　
（
諸
浦
分
団
）

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

指
揮
者　

増
田　

卓
也

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

１
番
員　

棚
崎　

博
也

　
　
　
　
（
川
床
分
団
塩
追
班
）

２
番
員　

梅
川　

昭
太

　
　
　
　
（
獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班
）

３
番
員　

宮
脇　

和
彦

　
　
　
　
（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

火点をめがけて駆
け出す指揮者 息を合わせて吸管を伸ばす

↑標的を狙い放水する選手たち

勇ましく鳶口を構える

大
会
成
績

　

覚
悟
を
決
め
て
待
機

線
に
並
ぶ
と
、
静
ま
り

返
っ
た
場
内
に
指
揮
者

の
号
令
が
響
き
渡
り
、

要
員
た
ち
は
指
揮
に
従

い
機
敏
な
動
作
を
見
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
約

２
カ
月
に
わ
た
り
、
毎

日
夜
遅
く
ま
で
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
競
技
の
後
に
は
、

練
習
の
成
果
が
発
揮
で

き
ず
唇
を
か
み
し
め
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
緊
張
の
糸
が
ほ
ぐ

れ
、
安
堵
の
表
情
に
変

わ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ

に
あ
た
た
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

↑指揮者の号令で一斉に操作を開始する団員ら

視線をそらさず筒先を交代
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がんばれの声で
  ゴールまで力泳

　

町
内
の
小
学
生
が
参
加
し

て
、
日
頃
練
習
し
た
泳
ぎ
を

競
う
長
島
町
水
泳
記
録
会

が
、
７
月
23
日
、
町
民
プ
ー

ル
で
あ
り
ま
し
た
。

　

記
録
会
に
は
町
内
10
校

の
小
学
５
・
６
年
生
が
参
加

し
、
自
由
形
や
平
泳
ぎ
、
背

泳
ぎ
、
学
校
対
抗
リ
レ
ー

で
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
選
手

た
ち
は
、
暑
さ
に
負
け
ず
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
友
達
や
応

援
に
駆
け
付
け
た
家
族
ら
の

声
援
を
受
け
、
途
中
で
足
を

つ
い
て
も
決
し
て
諦
め
ず
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
最
後
ま

で
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。　

５年
☆ 25 ｍ自由形
 　50 ｍ自由形
 　25 ｍ平泳ぎ 
 　50 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ
６年
　 25 ｍ自由形
     50 ｍ自由形
☆ 100 ｍ自由形
     25 ｍ平泳ぎ
☆ 50 ｍ平泳ぎ
　 100 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ 
５・６年
　200 ｍリレー

女　子 男　子

↓前の泳者を待ち構える選手たち（リレー） ↓プールサイドからは大きな声援が送られました

第８回長島町水泳記録会

　　 18 秒２  竹山　真平（城川内小）
　　 47 秒９  山角　悠太（平尾小）
　　 29 秒５  小川　幹太（城川内小）
１分 10 秒３  白石七海人（本浦小）
１分 05 秒３  山中　誠志（平尾小）

　　 19 秒６  﨑野　健太（城川内小）
 　　37 秒８  山野　拓巳（鷹巣小）
１分 23 秒６ 梅田　大和（蔵之元小） 　
　     31 秒３  町口　大星（平尾小）
　　 51 秒２  梅田　大和（蔵之元小）
２分 14 秒３  池田　憲亮（獅子島小）
１分 06 秒８  長岡　拓海（本浦小）

３分 10 秒５  赤嵜・濵畑・平田・山野
　　　　　　　　　　 （鷹巣小Ａ）

５年
　 25 ｍ自由形
 　50 ｍ自由形
 　25 ｍ平泳ぎ 
☆ 50 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ
６年
　 25 ｍ自由形
     50 ｍ自由形
☆ 100 ｍ自由形
     25 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ平泳ぎ
　 100 ｍ平泳ぎ
☆ 50 ｍ背泳ぎ 
５・６年
　200 ｍリレー

　　 20 秒２  冨永明来映（川床小）
　　 46 秒５  中尾　虹美（城川内小）
　　 32 秒６  酒井友里菜（城川内小）
　　 54 秒２  中尾　虹美（城川内小）
１分 11 秒１  柳迫　亜美（平尾小）

　　 21 秒８  赤瀬　美那（城川内小）
 　　42 秒１  鳥越　　楓（蔵之元小）
１分 12 秒１  岩元あやの（鷹巣小）　      
　　 25 秒９  大西　　梓（城川内小）
　　 57 秒９  宮脇　華琳（鷹巣小）
２分 05 秒１  小屋　　蘭（汐見小）
　　 41 秒１  岩元あやの（鷹巣小）

２分 52 秒１  飯尾・濵﨑・酒井・向江
　　　　　　　　　  （城川内小Ａ）

５・６年男女混合
　200 ｍリレー ３分 48 秒５  池田・浦田・藤川・湯元

                                        （獅子島小）

※各種目１位のみを掲載（☆は大会新記録）

↑スタート直前、緊張の一瞬
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出水市「菜切地区」に決定
一般廃棄物処理施設建設予定地

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
（
じ
ん
か
い
処
理
場

お
よ
び
最
終
処
分
場
）
の

建
設
計
画
に
伴
い
、
建
設

候
補
地
の
出
水
市
「
菜
切

地
区
」
周
辺
５
集
落
（
出

水
市
２
自
治
会
・
阿
久
根

市
３
自
治
会
）
と
の
交
渉

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
周
辺
５
集
落

で
構
成
す
る
建
設
対
策
委

員
会
か
ら
一
定
の
理
解
を

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
菜

切
地
区
（
出
水
市
野
田
町

上
名
地
内
）」
を
、
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設

予
定
地
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
今
後
、
環
境

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
施

設
の
建
設
に
向
け
て
取
り

組
む
予
定
で
す
。

少
雨
の
梅
雨
明
け
、

農
作
物
の
被
害
懸
念

渇
水
対
策
本
部
立
ち
上
げ

　

７
月
16
日
、
役
場
耕
地
課
内
に
渇
水
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
雨
に
終
わ
っ
た
梅
雨
が
明
け
、
県
内
で
は

連
日
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
の
ま
と
め

で
は
６
月
と
７
月
の
２
カ
月
間
で
降
っ
た
降
水

量
は
、
鷹
巣
地
区
２
１
９
・
５
㍉
、
指
江
地
区

３
０
５
㍉
で
平
年
の
２
～
３
割
程
度
。
特
に
７

月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
農
業
な
ど
へ
の
大
き

な
被
害
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
降
雨

が
な
け
れ
ば
、
今
後
農
作
物
へ
の
深
刻
な
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
が
盛
ん
な
本
町
だ
け
に
、
農
家
に
と
っ

て
は
恵
み
の
雨
と
な
る
よ
う
、
ま
と
ま
っ
た
雨

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑７月 25 日現在、水位が 20％まで下
がった川床２号ため池

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

☎
（
84
）
４
８
１
５
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８
月
30
日
「
特
別
警
報
」
開
始

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
や
暴
風
、

高
潮
、
地
震
、
津
波
な
ど
に
よ
り

重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が

あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警

戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
よ
り

重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高

ま
っ
た
際
に
は
、
特
別
な
警
戒
を

呼
び
掛
け
る
た
め
、
新
た
に
「
特

別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象

は
「
東
日
本
大
震
災
」
や
「
伊
勢

湾
台
風
」
な
ど
で
す
。
鹿
児
島
県

内
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た

事
例
で
は
、昭
和
20
年
9
月
の「
枕

崎
台
風
」、平
成
5
年
9
月
の
「
台

風
第
13
号
」、「
平
成
５
年
８
月
豪

雨
」、
平
成
18
年
７
月
の
「
鹿
児

島
県
北
部
豪
雨
」
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

津
波
に
つ
い
て
は
、
3
ｍ
を
超

え
る
津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

発
表
す
る
大
津
波
警
報
を
、
火
山

噴
火
に
つ
い
て
は
、
居
住
地
域
に

重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
噴
火
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
す
る
噴
火

警
報
（
レ
ベ
ル
4
以
上
）
を
特
別

警
報
と
位
置
づ
け
、
従
来
の
名
称

の
ま
ま
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一

度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状

況
や
、
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に

留
意
し
、
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、

屋
内
の
比
較
的
安
全
な
場
所
に
と

ど
ま
る
か
な
ど
、
す
ぐ
に
命
を
守

る
た
め
の
判
断
や
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
従
来
の
警
報
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
な
く
、
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

発
表
し
ま
す
。
大
雨
な
ど
の
際
は
、

時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意

報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報

を
活
用
し
て
、
早
め
の
行
動
を
と

る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を

守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
防
災
無
線
な
ど
で
伝
え
ら
れ

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
９
１
９

※特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご覧いただけます。
　　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html
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１

４

３

６５

２

７
月

１
日

２
日

３
日

４
日

４
～
６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日
～
12
日

14
日

16
日

17
日

18
日
～
19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日
～
30
日

31
日

辞
令
交
付
式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
（
長
島
町
役
場
）

獅
子
島
振
興
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給

景
観
認
定
団
体
認
定
書
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会（
さ
つ
ま
町
）

新
規
就
農
者
励
ま
し
の
会（
阿
久
根
市
）

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
区
連
絡
会
議
研
修
会
（
さ
つ
ま
町
）

地
域
医
療
現
地
研
究
会（
北
海
道
帯
広
市
）

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会（
蔵
之
元
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会
（
出
水
市
）

な
が
し
ま
春
木
ヶ
岡
太
陽
光
発
電
所
起
工
式
（
城
川
内
）

建
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式（
松
ケ
平
）

国
保
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
（
東
京
都
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
委
員
会

北
薩
地
域
土
木
事
業
連
絡
会
（
さ
つ
ま
町
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会（
福
岡
市
）

北
薩
摩
観
光
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会
総
会
（
天
草
市
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

県
港
湾
協
会
理
事
会
・
総
会（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
臨
時
会（
鹿
児
島
市
）

県
観
光
交
流
局
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会
及
び
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

夏
祭
り
納
涼
大
会（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

あ
づ
ま
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
中
央
要
望（
東
京
都
）

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

熱中症の予防は
　早めに、しっかり

　熱中症は直射日光の当たらない室内でも多
く発生します。高温多湿で風通しの悪いとこ
ろや、アスファルトの地面から日光の強い照
り返しを受けるところなどは、体の熱を放散
できず汗の蒸発が不十分となり熱中症の危険

日陰を味方に
　外を歩くときは日
陰を選び、直射日光
を避けましょう。
　 室 内 は す だ れ や
カーテンなどで直射
日光を防ぎ、風通し
をよくしましょう。

体調と服装の管理を
　１日３食、栄養バ
ランスのよい食事と
十分な睡眠を。持病
があり薬を飲んでい
る人は、暑い場所で
の活動を減らすこと
も大切です。

服装に工夫を
　汗がすぐ乾くよう
な、吸湿性と通気性
に富んだ衣服で過ご
しましょう。
　外出の際には帽子
や日傘も忘れずに。

水分を上手に補給
　暑い時期は水分が
失 わ れ や す い の で、
渇 き を 感 じ る 前 に、
汗をたくさんかいた
ときは、塩分もあわ
せ て 補 給 し ま し ょ
う。

温度と湿度管理を
　 ク ー ラ ー は 28 ℃
くらいに設定し、ド
ライ機能なども上手
に活用を。冷房が強
過ぎると外気温との
差が大きくなり、体
の負担になります。

汗をかく習慣を
　発汗機能が正常に
働くように、日頃か
らウォーキングなど
の運動や入浴などで
適度に汗をかく習慣
をつけましょう。

が増大します。
　熱中症は命に関わる病気ですが、きちんと
した予防対策をすれば防ぐことができます。
次 の 予 防 対 策 ６ カ 条 を 家 族 で 実 践 し て み ま
しょう。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］
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む
ら
さ
き
に
胡
麻
咲
き
の
ぼ
る
古
墳
の
地
　
淵
脇
　
　
護

小
気
味
よ
い
音
も
味
わ
ひ
胡
瓜
噛
む
　
　
　
竹
内
　
　
功

竹
の
秋
鎖と

ざ

す
生
家
に
手
を
合
は
す
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

恵
比
寿
市
茅
屋
の
港
は
明
け
早
し
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

濁
り
ま
だ
消
え
ぬ
田
植
の
水
浅
く
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

ビ
ー
ル
飲
む
老
の
あ
ら
は
な
喉
仏
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

茶
話
会
に
集
ふ
仲
間
や
花
し
ょ
う
ぶ
　
　
　
関
　
佳
代
美

田
に
張
り
し
水
面
に
動
く
雲
の
影
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

立
葵
天
ぺ
ん
向
け
て
発
射
台
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

大
胆
に
足
組
み
替
へ
て
さ
く
ら
ん
ぼ
　
　
　
迫
口
　
君
代

気
が
つ
け
ば
ト
マ
ト
の
香
る
季
節
な
り
　
　
大
堂
　
正
弘

紫
陽
花
や
色
と
り
ど
り
に
咲
き
満
ち
て
　
　
坂
口
　
静
子

庭
畑
の
菜
は
黄
色
に
葉
は
垂
れ
て
強
き
陽
射
し
を
日
す
が

ら
受
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

老
義
母
の
介
護
に
尽
く
す
青
年
は
た
め
ら
ひ
も
な
く
生
き

生
き
動
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

梅
食は

み
つ
水
飲
み
ボ
ー
ル
打
つ
友
は
幼
子
の
如
顔
の
か
が

や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

ひ
た
す
ら
に
農
ひ
と
筋
と
生
き
て
来
て
今
安
ら
げ
り
娘
ら

の
片か

た
え方

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

追
ひ
つ
か
ぬ
曾
孫
の
成
長
携
帯
の
ゲ
ー
ム
の
指
先
し
み
じ

み
見
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

［
短
歌
］

帰
省
子
が
棕
櫚
の
葉
ひ
か
る
そ
の
先
の
か
つ
て
遠
浅
の
浜

を
見
て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

聞
く
な
ら
ば
意
味
知
る
事
よ
何
事
も
愛
の
心
ろ
有
る
な
る

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

炒
り
子
干
し
銀
の
絨
毯
敷
き
つ
め
た
風
景
思
う
古
里
の
浜

辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

荒
れ
た
地
に
松
の
木
残
り
励
ま
さ
れ
何
事
も
な
く
広
が
る

海
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

熊
蝉
の
初
声
聞
き
ぬ
盛
夏
か
な　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

　高血圧や糖尿病予防、疲労回
復などさまざまな薬効をもつ

「たまねぎ氷」健康法を紹介し
ます。

か
た
つ
む
り
ぼ
う
や
と
か
め
ば
あ
ち
ゃ
ん

西
平　

あ
か
ね　

文
・
絵

　かたつむりのぼうやとかめの
ばあちゃん。ゆっくり楽しい１
日がはじまります。　

夏
の
日
の
傾
く
舗
道
を
救
急
車
伸
び
た
る
影
と
共
に
駆
け

行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

食
べ
残
し
の
餌
を
啄
む
鴉

か
ら
す
ら
を
騒
が
ず
見
つ
む
る
犬
の
瞳め

優
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

萱か
や

の
葉
の
青
く
そ
よ
げ
る
土
手
を
行
き
牛
に
刈
り
た
し
吾

農
婦
ゆ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

紫
蘇
を
揉
み
つ
き
し
香
り
を
湯
浴
み
し
て
洗
ふ
に
惜
し
く

幾い
く
た
び度

も
嗅
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

田
植
機
の
リ
ズ
ム
の
良
き
音
響
交か

ひ
て
た
ち
ま
ち
の
間
に

早
苗
田
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

足
や
腕
の
リ
ハ
ビ
リ
に
通
ふ
明
け
暮
れ
に
吾
の
心
は
晴
る

る
こ
と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

蛙か
わ
ず

鳴
き
て
眠
れ
ぬ
と
言
ひ
し
夜
も
あ
り
き
何
時
し
か
鳴

か
ず
今
年
も
鳴
か
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

海
深
き
岩
に
生
ゆ
と
ふ
鶏と

さ
か冠

海
苔
あ
ま
た
寄
り
来
し
台
風

の
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

病
気
に
な
ら
な
い
！
た
ま
ね
ぎ
氷
健
康
法

村
上　

祥
子　

著
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県
で
は
、
利
用
低
迷
が
続
き
危

機
的
状
況
と
な
っ
て
い
る
鹿
児

島
・
上
海
線
の
利
用
促
進
を
図

り
、
経
済
交
流
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
県
民
を
上
海
へ
派
遣
し
、
知

見
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
上
海
研
修
へ
参
加
す
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員

　

20
人

○
参
加
費
用

　

原
則
、
県
が
負
担

○
応
募
資
格

　

①
県
内
に
居
住
、
ま
た
は
県
に

　

所
在
す
る
企
業
な
ど
に
勤
務
す

　

る
、
平
成
10
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
人

　

②
派
遣
時
点
で
有
効
な
旅
券
を

　

保
有
し
て
い
る
人

　

③
勤
務
先
、
学
校
の
承
諾
お
よ

　

び
、
未
成
年
者
に
つ
い
て
は
保

　

護
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
た
人

○
募
集
期
間

　

７
月
25
日
（
木
）
～

　

８
月
23
日
（
金
）［
必
着
］

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出

　

①
参
加
申
込
書
（
写
真
添
付
）

　

②
勤
務
先
、
学
校
な
ど
の
応
募

　

承
諾
書

　

③
小
論
文

　
（
派
遣
の
動
機
な
ど
を
千
字
程

　

度
に
ま
と
め
た
も
の
）

○
選
考
方
法

　

交
通
政
策
課
に
て
審
査
後
、
９

　

月
６
日
ま
で
に
本
人
あ
て
通
知

○
派
遣
報
告

　

派
遣
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
、

　

帰
国
後
報
告
書
を
提
出

　
（
報
告
書
の
内
容
は
公
表
予
定
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
部
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
７

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム (

Ｊ
ア
ラ
ー
ト) 

で
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
確

実
に
住
民
に
伝
え
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た
伝
達
訓

練
が
全
国
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

9
月
11
日(

水)

午
前
11
時
頃

　

と
午
前
11
時
30
分
頃
の
2
回

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
危
機
管
理
防
災
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
５
５

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
26
年
度
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

○
訓
練
科
名

　

・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　

・
情
報
処
理
科

○
募
集
人
員

　

各
課
20
人

○
訓
練
期
間

　

各
課
２
年

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含

　

む
）
も
し
く
は
同
等
以
上
の
学

　

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
願
書
受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

○
出
願
書
類

　

入
校
願
書
（
写
真
添
付
）、
学

　

校
調
査
書
（
卒
業
証
明
書
）、　

　

写
真
（
縦
40
㍉
×
横
30
㍉
）

○
選
考
日
時

　

11
月
５
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
訓
練
生
募
集

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
に
対

し
て
、
適
性
に
応
じ
た
職
種
に
つ

い
て
の
知
識
・
技
能
を
修
得
し
て

も
ら
い
、
職
業
人
と
し
て
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
の
職
業

訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

［
新
卒
］

○
募
集
対
象

　

平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
者

○
受
付
期
間

　

８
月
20
日（
火
）～
９
月
13
日（
金
）

○
選
考
日

　

10
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時

○
合
格
発
表

　

10
月
18
日
（
金
）

［
一
般
・
新
卒
］

○
募
集
対
象

　

一
般
・
新
卒

○
受
付
期
間

　

10
月
１
日（
火
）～
11
月
15
日（
金
）

○
選
考
日

　

12
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時

上
海
線
利
用
促
進
特
別
対
策

事
業
参
加
者
募
集
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○
合
格
発
表

　

12
月
20
日
（
金
）

［
共
通
事
項
］

○
提
出
書
類

　

入
学
願
書
、
障
害
診
断
書
、
障

　

害
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど
の
写

　

し
（
主
治
医
の
意
見
書
の
写
し

　

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）、

　

返
信
用
封
筒
２
部
、
写
真
（
縦

　

40
㍉
×
横
30
㍉
）

○
提
出
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
国
立
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学

習
案
内

　

県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
適
切
か
つ
円

滑
な
就
学
を
一
層
推
進
す
る
た
め

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
16
日
（
水
）

　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
12
時
10
分

　
（
教
育
相
談
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

○
対
象
者

　

①
平
成
26
年
度
就
学
予
定
の
幼

　

児
と
そ
の
保
護
者

　

②
現
在
小
学
６
年
と
中
学
３
年

　

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
と

　

そ
の
保
護
者

　

③
教
育
関
係
者

○
申
込
受
付
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

　

出
水
市
ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン

パ
ー
ク
で
は
、
館
内
の
収
蔵
品
を

は
じ
め
、
貴
重
な
資
料
な
ど
を
末

永
く
保
存
・
展
示
す
る
た
め
の
防

除
・
消
毒
作
業
に
よ
り
、
臨
時
休

館
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
10
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

○
通
常
の
休
館
日

　

４
月
～
10
月
（
毎
週
月
曜
日
）

　

※
11
月
～
３
月
（
無
休
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
ツ
ル
博
物
館

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　

☎
（
63
）
８
９
１
５

　

高
齢
者
宅
を
狙
い
、
国
税
局
や

税
務
署
な
ど
の
職
員
を
装
っ
た
不

審
電
話
の
事
例
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
国
税
職
員
を
名
乗
り
、
年
金

額
や
預
貯
金
額
を
尋
ね
る
内
容
の

電
話
に
は
、
即
答
は
避
け
、
相
手

の
所
属
部
署
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
確
認
し
た
う
え
で
電
話
を
切
り
、

最
寄
り
の
税
務
署
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
国
税
局

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

個
人
事
業
税
の
納
付
は
お
早

め
に

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務

所(

事
業
所)

を
持
ち
、
事
業
を

行
っ
て
い
る
個
人
が
納
め
る
税
金

で
す
。
県
の
地
域
振
興
局
な
ど
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
年
2
回
に
分
け
て
納
付
し
ま

す
。
第
1
期
分
の
納
期
限
は
9
月

2
日(

月)

で
す
。
年
税
額
が
1

万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
1
期
分

の
納
期
限
ま
で
に
全
額
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
方
法

　

・
金
融
機
関
窓
口

　

・
電
子
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

　

な
ど
か
ら
納
付
も
で
き
ま
す
。

　

・
口
座
振
替　

※
個
人
事
業
税
は
口
座
振
替
が
大

変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

危
険
な
海
岸
漂
着
物
に
つ
い
て

　

近
年
、
全
国
的
に
国
外
か
ら
の

も
の
と
思
わ
れ
る
ご
み
の
漂
着
が

多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
、
県
に
お

い
て
も
離
島
地
域
を
中
心
に
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み

の
中
に
は
、
強
酸
性
の
液
体
が
入

っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
や
注
射
針
な
ど

の
医
療
系
ご
み
な
ど
の
危
険
な
漂

着
物
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
危
険

な
漂
着
物
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

決
し
て
手
を
触
れ
ず
に
最
寄
り
の

市
町
村
役
場
か
県
地
域
振
興
局
・

支
庁
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
９
４

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
臨
時
休
館

に
つ
い
て

国
税
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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↑初優勝を飾った商工会女性部の皆さん

県商工会女性部ミニバレーボール大会

　長島町商工会女性部（坂口るみ部長）が、6 月
23 日に日置市で行われた第 26 回鹿児島県商工会女
性部ミニバレーボール大会で優勝しました。
　同チームは北薩地区代表として出場。大会には県
内 10 地区から各予選を勝ち抜いた 15 チームが揃
いました。並み居る強豪をよそにトーナメントを勝
ち進み、決勝では、前回優勝の伊佐市商工会チーム
にストレートで勝利し、見事初の栄冠を手にしまし
た。岩下克子監督は「優勝は日頃の練習の成果とチー
ムワークのおかげ。目標のトーナメント出場を大き
く上回り、すごく嬉しい」と喜びを語りました。

島町商工会が初優勝長

町内初！芸能一座旗揚げ

顔の花を咲かせましょう笑
　７月 14 日、長島町開発総合センターで「長
島ぐるっと一周花街道　酔いどれ芸能一座」の
旗揚げ公演が開催されました。
　一座は濵田貫雄さん（汐見集落）を座長に、
町内の芸達者な 15 人がメンバーで、歌や踊り
のほか寸劇、二人羽織りなど多種多様な芸を披
露しました。町内初の芸能一座を一目見ようと、
会場には約 300 人が詰め掛け、笑いの渦にの
みこまれました。
　濵田座長は「町の取り組みは長島を花いっぱ
いにする。一座は長島を笑顔の花でいっぱいに
したい」とニコリとあいさつしました。↑場内にドッと笑いが起きた寸劇の一場面

が望む恒久平和皆 長島町戦没者追悼式

　７月 23 日、長島町戦没者追悼式が長島町Ｂ
＆Ｇ体育館で行われ、遺族や関係者ら約 80 人
が参列しました。
　まず戦没者に対し黙祷を捧げた後、川添健町
長は「今ある平和が、過去の尊い犠牲を礎にし
ていることを風化させず、これからも防災と福
祉の充実を図り、町の発展を誓う」と式辞を述
べました。
　遺族を代表して濵畑順一さん（小浜集落）が

「先人は祖国の平和と発展を願い勇戦奮闘され
た。尊い犠牲があり、平和な日々が送れている」
と追悼の言葉を述べ、遺族や各種団体代表者に
よる献花が行われ、英霊のとこしえの安らぎを
願いました。

↓式では参列者全員で平和を願いました
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←各種目で親
睦が深まりま
した

三地区親善体育大会

　歴史的、地理的に密接な関係を持つ長島町、阿
久根市、天草市の友好親善を深めることを目的と
した、第 61 回三地区親善体育大会が、７月 14 日、
阿久根市で開催されました。
　剣道や弓道のほか、野球、バレーボールなどの
球技８種目と、囲碁の全 11 種目が行われ、２市
１町から約 450 人の選手らがそれぞれの競技で
熱戦を繰り広げ、親睦を深めました。
　本町は、家庭婦人バレーボールと男子ゲート
ボールの２種目で優勝しました。総合順位は、優
勝阿久根市、２位天草市、3 位長島町の結果でし
た。3 市町の持ち回りで行われる本大会は、来年
長島町で行われる予定です。

ポーツで広がる友好の輪ス

↑小浜では海に向かって、安全を祈願しました

の安全を切に願う海 町内２つの海水浴場で海開き

　７月 12 日と 16 日、小浜海水浴場とあづま海
水浴場で海開きに合わせ、安全祈願の神事が執り
行われました。
　いよいよ夏本番を迎え、海を利用したイベント
など実施する本町の海水浴場には、毎年観光客な
どが多く訪れます。
　それぞれの祭事には、町観光協会や周辺の公民
館長や関係者、町職員が出席し、海の無事故無災
害を祈願しました。

↑炎天下の中
汗を流しまし
た

暑に負けず砂浜の手入れ猛 建友会がボランティア

　長島町建友会（福山義弘会長）は、７月 10 日、
あづま海水浴場で海開きを前にボランティア清掃
を実施しました。
　参加した 30 人ほどの会員は、砂に混じった石
を熊手などの道具を使い、砂上に現れた大小さま
ざまな石を一つ一つ拾い集めました。
　一方、海水浴場周辺では、道路上に大きくはみ
出した支障木の伐採が行われました。
　夏のレジャーやマリンスポーツを楽しむ海水浴
客のため、太陽がギラギラと照りつける中、会員
らは額から滝のようにこぼれる汗を拭いながら清
掃しました。

↓照りつける太陽の下、作業は進められました
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↑優雅な演奏に会場内は厳かな雰囲気に包まれました

おとどけコンサート金管五重奏

　７月 24 日、長島町文化ホールで第 34 回霧島国際
音楽祭「おとどけコンサート」がありました。
　東京メトロポリタン・ブラス・クインテットによる
金管五重奏は、人気ゲームソフトのＢＧＭを手掛ける
など国内でもトップレベルの腕前。日本を代表する
トッププレイヤーたちの演奏が聴けるとあり、会場に
は約 600 人が訪れました。
　作曲家ワーグナーやヴェルディの生誕 200 年を祝
したクラシックの名曲に大人たちは心酔いしれ、人気
ゲームのメドレー曲が流れると、奏でられた音色に子
どもたちも次第に心を奪われた様子でした。

ラシックの調べ優雅にク

夏のぽんぽこ祭り

さに負けず、明るく、楽しく暑
　ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽこ村（大堂和
枝理事長）は、７月 26 日、ぽんぽこ村３丁目の
開所１周年とパン工房５周年記念を併せて、夏の
ぽんぽこ祭りを開催しました。
　時折雨の降る中、町民など多くの人が来場しま
した。５周年記念特価で販売されたパンコーナー
では、長蛇の列ができており、作りたてのパンを
袋いっぱいに買って帰る人もいました。夏休みに
入っていることもあり、近所の子どもたちも訪れ、
ヨーヨー釣りなどのゲームコーナーに夢中になっ
ていました。
　このほか、手づくりのアクセサリーなどや、利
用者が栽培した花の苗や野菜などが格安で販売さ
れ場内は賑わいました。

↑オープニングでは利用者によるダンスが披露されました

戦制し、薄井が優勝接 公民館対抗バレーボール大会

　７月８日から 12 日の 5 日間、第８回自治公民
館対抗バレーボール大会が開催されました。
　町内の各公民館から、Ａランクに 10 チーム、
Ｂランクに 16 チームが出場し、熱帯夜にも負け
ない熱い戦いが繰り広げられました。大会を通じ
て接戦が多く見られ、どの試合も見ごたえ十分で、
会場内は大いに盛り上がりました。
　大会結果は次のとおりです。
Ａランク

［優勝］薄井Ａ［準優勝］山中［３位］赤崎、矢堂
Ｂランク

［優勝］山寺［準優勝］上揚［３位］宮ノ浦、本町

↓熱戦となった大会の様子
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←先輩の話に
熱心に耳を傾
けました

長島中学校で公開授業、派遣授業

　長島中学校（新田薫校長）で７月４日、第 34
回県中学校道徳教育研究大会北薩大会があり、県
内から 60 人を超える教育関係者が公開授業や研
究協議に参加しました。公開授業は全学年で実施
され、ＩＣＴ機器（コンピュータなど）を活用し
た授業などが展開されました。同校の道徳授業は、
学年部所属の３人の教師によるチーム・ティーチ
ング方式が特徴で、生徒たちは活発に意見を述べ
ていました。
　６月 25 日には同校３年生を対象に社会人に学
ぶ授業がありました。本町出身で南日本銀行に勤
務する松尾美優さんを講師に迎え「社会人として
何が必要か？」というテーマで講話がありました。
　二階堂桃瑚さんは「普段やっているあいさつは
社会人になっても大切だと思った。私は自己主張
が苦手なので、少しずつ自分の考えを相手に伝え
られるようにしたい」と感想を述べました。

び続ける長島っ子伸

↑受賞を喜ぶ中山さん（中央）

ランドチャンピオンに長島牛グ 県経済連黒牛産地宣伝販売会

　７月 10 日、ＪＡ鹿児島県経済連主催による第
27 回鹿児島黒牛産地宣伝販売会が南九州市であ
りました。
　出品牛 90 頭の中から、最優秀賞１席のグラン
ドチャンピオンに、平尾地区の有限会社うしの中
山（ＪＡ鹿児島いずみ所属）所有牛「梅勝王」号
が受賞しました。
　うしの中山の中山高司さんは「家族や支えてく
れた人たちに感謝している。今後も愛情込めて良
質な肉牛を育てていきたい」と話しました。

↑教育関係者
が 見 学 す る
中、活発な意
見交換が行わ
れました

心・安全なエネルギーに期待安 ながしま春木ヶ岡太陽光発電所建設工事

　７月３日、城川内集落の山頂（通称：春木ヶ岡）
で、ながしま春木ヶ岡太陽光発電所建設工事起工
式があり、川添健町長や関係集落の公民館長、工
事関係者らが出席しました。
　この工事は九電工新エネルギー株式会社（福岡
市）が、町内初の太陽光発電事業を行うもので、
式では川添健町長が「風力に続き、太陽光発電所
ができることで、町民が誇りに思えるようなエネ
ルギーの町にしたい」とあいさつしました。
　3,724 枚のソーラーパネルを使用し、年間 90
万㌗の発電が予測される本工事は、年内には完了
し、発電を開始する予定となっています。

↓鍬入れの儀を行う川添健町長
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（　）内は前月比

11,267(  -11)
  5,430(    -9)
  5,826(   -2)
  4,447(     -3)

平成 25 年７月 31 日現在

◎問い合わせ先
　役場景観推進課景観係
　☎（86）1136［直通］

　

２
月
に
海
外
研
修
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
市
は
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
花
の
街
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
「
国
際
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
、
世
界
有

数
の
花
の
町
で
す
。
花
を
生
か
し
た
観
光
は
基
幹
産
業
の
一
つ
で
も

あ
り
、
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
同
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
た
際
、
市
議
会
議
員
や
現
地
職

員
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、
友
好
の
証
し
と
し
て

赤
崎
地
区
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
土
を
か
た
ど
っ
た
「
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
花
壇
」
を
造
成
し
、
季
節
の
花
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
市
と
、
花
フ
ェ
ス
タ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
や
花
の
育

苗
管
理
体
制
な
ど
情
報
交
換
を
行
い
友
好
を
図
る
予
定
で
す
。

　

世
界
一
の
「
花
づ
く
り
」
の
町
は
、
世
界
一
の
「
人
づ
く
り
」
の

町
で
し
た
。
こ
の
研
修
で
得
た
こ
と
を
長
島
町
も
世
界
一
の
「
町
づ

く
り
」
に
結
び
つ
け
て
い
く
計
画
で
す
。

花
壇
で
見
せ
る
友
好
の
証
し

↓赤崎地区にできたニュージーランド花壇

　

８
月
６
日
、
県
内
外
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る
国
道
、
県

道
沿
い
へ
の
ケ
イ
ト
ウ
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ケ
イ
ト
ウ
植
栽
は
平
成
21
年
に
「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」

へ
の
道
案
内
を
目
的
と
し
て
、
火
ノ
浦
地
区
か
ら
鷹
巣
地
区
ま
で
の

区
間
で
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
か
ら
は
、
区
間
に
限
ら
ず
町
内

の
西
海
岸
を
走
る
国
道
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
実
施
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
山
門
野
、
川
床
、
唐
隈
地
区

な
ど
を
中
心
に
67
業
者
１
８
３
人
の
参
加
に
よ
り
延
長
３
千
㍍
に
約

６
千
本
の
ケ
イ
ト
ウ
の
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
「
造
形
展
」
が
始
ま
る
頃
に
は
、
ケ
イ
ト
ウ
の
赤
色
と
ツ
ワ
ブ
キ

の
黄
色
で
長
島
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
が
通
行
人
の
心
を
癒
し
、
長
島

を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ケ
イ
ト
ウ
植
栽

↑１本１本丁寧に植栽をする参加者

16Nagashima town Public Relations



　

次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
な
が
し
ま
７
月
号
の
21

ペ
ー
ジ
、
お
礼
欄
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

（
誤
）
松
崎　

清
隆
さ
ん

（
正
）
松
崎　

清
孝
さ
ん　

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

▽
先
日
テ
レ
ビ
で
、
あ
る
映
画
を

観
ま
し
た
。
内
容
は
日
航
機
墜
落

事
故
を
取
材
す
る
地
元
新
聞
社
を

題
材
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中

で
主
演
俳
優
が
「
チ
ェ
ッ
ク
。
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
だ
」
と
言
っ
て
、

部
下
の
記
者
に
指
示
を
出
し
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
広
報
の

記
事
を
書
く
時
も
同
じ
で
、
一
度

確
認
し
た
こ
と
で
も
、
再
度
確
認

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

６ ７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

３ ５

２０１３9
４１ ２

 10/１  10/４ 10/３ 10/２  10/５

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○門松医院 64-6100
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○上野歯科医院 63-2306
□メープル薬局 62-9292
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎ラッコ教室
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○林泌尿器科クリニック64-8800
○有村産婦人科・内科 73-4180
○さくら通りクリニック62-2311
○しお歯科医院 63-2306
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

◎特定健診・胃がん検診
（伊唐アイランドセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（諸浦コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

（幣串漁村センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（高齢者コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○友愛クリニック 64-2101
○北国医院 72-0016
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○中島歯科医院 82-0020
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□上野薬局 72-1016
◇出水総合医療センター67-1611

敬老の日

○鷹巣診療所 86-0054
○福元医院 67-3200
○阿久根眼科 72-0040
○荘記念病院 82-3113
○久木田歯科医院 73-0470
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□高松薬局 73-4002
□長島調剤薬局 64-5555

（川床コミュニティセンター）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

（町文化ホール）
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（町文化ホール）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○林胃腸科外科 73-3639
○こどもクリニック永松64-1500
○こじま歯科医院 63-4618
□フタヤ薬局 67-5253
□かしま薬局 63-3970
□阿久根薬局 72-1017
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

秋分の日

○平尾診療所 88-2595
○出水病院 62-0419
○植村整形外科 72-1041
○しもぞのクリニック 63-8300
○脇本病院 75-2121
○大田歯科クリニック 84-4700
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診結果説明会
（午前：浦底公民館）
（午後：蔵之元公民館）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○出水眼科 62-8350
○山田クリニック 72-0420
○境田医院 67-2600
○塩山歯科医院 62-2634
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□のぞみ薬局 73-2131
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診
（川床コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●９月 16日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」
　ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」
　ことを趣旨としています。


